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 ４. 議 事 

   ①中部防災技術専門委員会の設置について 

   ②国道４１号飛騨市神岡町船津落石災害について 

 

  ＜委員からの主な意見＞ 

①中部防災技術専門委員会の設置について 

・委員会の設置については了承。 

   ②国道４１号飛騨市神岡町船津落石災害について 

 【落石発生現場及びその周辺斜面の現地調査について】 

    ・不安定な浮石（飛騨片麻岩）の背後にある表層に流水・地下水が集まりパイピング

現象を伴う崩壊が発生。 

・崩壊した岩塊は非常に硬質であり、植生があまりないガレ場を割れずに滑落。 

・浮石や転石などを追加調査した結果、表層崩壊が一原因。 

【落石発生現場及びその周辺斜面の対策について】 

・安定状態の対策について 

(a)短期・中長期を１～３の安定状態により区分し、安定状態１より緊急・短期で早 

期対策を講じることについては了承。 

(b)中長期対策案について 

安定状態２及び３の全ての浮き石や転石、表層崩壊の危険な斜面に対して広範

囲な対策をすることは相当困難。４１号のルートを変更することも視野に入れ

た検討が必要ではないか。 

・緊急対策工法について 

(a)ワイヤーロープのためのアンカーの位置決めが重要。 

積雪重量によってアンカーが抜けることがあるため岩接着工の検討も必要。 

(b)表層崩壊箇所は、谷地形で遷急線などの地形で抽出。今後の絞り込みとして、

表土深さの把握と道路まで沢が連続しているかどうかの条件設定が必要。 

(c)短期・中長期を１～３の安定状態に区分しているが、区分にグレーな部分もある

ために安全側に判断すること。 

・工事中の安全対策について 

工事に際しては、急峻で危険な箇所での施工になるため、センサーなどを用いて作

業員の安全や工事中止を視野に入れた工事中の安全管理を検討してほしい。 


